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過敏性腸症候群（irritable bowel syndrome；

IBS）に対する心理療法として，催眠療法が高い

奏効率を発揮することが繰り返し報告されてい

る。しかし，催眠が身体感覚を変容する具体的な

神経回路はいまだ明らかではない。Rainvilleらは，

催眠暗示により被験者の体性痛を変容させ，この

ときの脳活動をpositron emission tomography

（PET）で測定したところ，辺縁系の前帯状回の活

性が変化することを報告した1）。また，Wagerら

は，プラセボ暗示による鎮痛効果をfunctional

magnetic resonance imaging（fMRI）を用いて検

証した。その結果，プラセボ効果が前頭前野のう

ち右側背側部分の活動と相関し，この領域はさら

に中脳灰白質の活動と相関することを報告した2）。

さらに，われわれのグループは，消化管刺激に対

する催眠暗示の効果をPETを用いて検証してい

る。これまでの検証において，鎮痛暗示中に右背

外側前頭前野の強い活性を認めている。しかしな

がら，これらの諸脳領域が，他の脳領域とどのよ

うに連関して鎮痛効果を発現しているのかはまだ

不明である。

そこで，本研究では以下の仮説を検証し，消化

管知覚の中枢変容を規定する神経回路を特定する

ことを目的とした。仮説１：背外側前頭前野の活

性は，消化管知覚の変容効果と相関する。仮説

２：背外側前頭前野の活性は，前帯状回および中

脳と機能的連関を示す。

対象は，健常男性201名である。事前にハーバー

ド催眠感受性スケールを行い，催眠感受性をスク

リーニングした3）。この中で，消化器関連症状お

よび主要な身体症状の病歴をもたず，服薬をして

いない健常男性14名を抽出した。平均年齢は22.4

歳であった。本研究は，東北大学医学部倫理委員

会により承認され，すべての被験者から文書同意

を得た。

直腸にバロスタットバッグを留置した後，最初に

圧力０mmHgのベースラインを取り，次いで０，

20，40mmHgの圧力をランダムに変化させた。続

いて10分間の催眠誘導文を与え，催眠状態に導入

した。その状態で最初に０mmHgの刺激，次いで
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40mmHgの刺激を３回加えた。刺激の直前には暗

示の文章を３分間与え，刺激直後にPETスキャン

を開始し，終了直後に主観的な消化器症状の評定

を求めた。画像解析は，SPM2（We l l c ome

Department of Cognitive Neurology, London,

UK）を用いた。まず，subtraction解析を行い，

鎮痛暗示と過痛暗示の条件間の差を検出した。次

に，既報と同じ手法4）にてANCOVA（共分散分析）

モデルを用いて，定量化した消化器症状と相関す

る脳部位を検出した。さらに，本研究では，

connectivity解析を主眼とし，背外側前頭前野の

血流値をregressorとしてANCOVAモデルに投入

し，その活動と関連する脳領域を検出した。

主観的な腹部不快感の減弱効果と共変した脳領

域として，右背外側前頭前野，橋，右海馬におけ

る活性が認められた（T＞3 .05，p＜0 . 005：

uncorrected）。一方，鎮痛効果が小さいほど左後

部帯状回，左前運動野，右腹内側前頭前野におい

て高い活性が認められた（T＞3.05，p<0.005：

uncorrected）。

続いて，右背外側前頭前野と機能的連関を示す

脳部位を検出した結果，鎮痛暗示中の右背外側前

頭前野の活動は左前帯状回，左中部帯状皮質，左

背内側前頭皮質，右下部頭頂皮質，右海馬傍回の

活性と機能的連関を示した（T＞3.05，p＜0.005：

uncorrected）。一方，鎮痛暗示中に右背外側前頭

前野の活動が小さい個体ほど活動が大きかった脳

領域として，右腹内側前頭前野，左後部帯状回に

おける活性が示された（T＞3.05，p＜0.005：

uncorrected）。

本研究により，消化管知覚を催眠暗示によりトッ

プダウンで変容させる脳領域として，右背外側前

頭前野の関与が強調された。さらにfunctional

connectivity解析により，右背外側前頭前野は橋

および右海馬，左前帯状回，右下部頭頂皮質にお

ける脳活動と協調して活性することにより，内臓

知覚の催眠変容を促進することが示唆された。一

方，催眠変容を阻害する神経回路として，右内側

前頭前野，左後部帯状回の関与が示唆された。

本研究により，消化管知覚の中枢制御を規定す

る神経回路の一端を明らかにすることができた。

これらの神経回路を効果的に変容する心身医学的

介入が，消化管知覚過敏の治癒に結びつくと予想

する。
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